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　　　　　　　　那覇植物防疫事務所国内課

　ネットメロンおよびサヤインゲンは，ウリミバエの寄

生植物であるため，ウリミバエの発生地域である沖縄県

から他県への移動が禁止されている。このため，1973年

1月から6月まで，沖縄本島産ネットメロンとサヤイソ

ゲンの臭化エチレン（以下EDB）くん蒸による薬害な

らびにウリミバエの殺虫効果にっいて試験したので，そ

の結果を報告する。

　なお，本試験の実施にあたって，農林省植物防疫課な

らびに横浜植物防疫所調査課，および那覇植物防疫事務

所佐久真長功所長，伊波興清国内課長，松原芳久防疫管

理官の方々には指導および便宜を計っていただいた。ま

た，ネットメロン栽培家の長山正利氏にはメロン果供給

に，沖縄県経済連には，サヤインゲンの入手に便を計っ

ていただいた。ここに記して厚く感謝の意を表する。

1薬害試験

　Aネットメロン

　材料および方法

　供試果：沖縄本島南部糸満市産のネットメロン（Cu-

cumis melo L. var.reticulatus NAUD. ; アールスフェ

ボリット系，春系2号）で主として花粉交配後55日～

60日程度の充分成熟して収穫期に達した，1果重800g

～1kg程度の果実で，くん蒸日の前日に直接圃場で採果

購入したものを供試し，合計200果を使用した。また試

験は3回にわけて行なった。

　くん蒸方法：試験区は，第1回および第2回は8，16，

24g／m32時間区と対照区の4区で，それぞれ3回反復

試験した。くん蒸中の温度は平均26。Cで，収容比（t／

m3）は0，1以下であった。第3回は40，48，56g／m32

時間区と対照区にっいて25。Cで1回実施した。

　くん蒸は内容積約0．26m3のくん蒸器3台を使用し，

供試果を裸のまま配置してくん蒸した。くん蒸時間は，

薬液の気化終了後2時間で，くん蒸中はファンでくん蒸

器内のガスを撹梓した。また残存ガスの濃度は開放直前

にガス採集管でくん蒸器内のガスを採集し，Volhard

法で定量した。

　薬害の調査：くん蒸終了後強制排気して充分ガス抜き

を行なったあと，供試果は，20℃～25℃の室内に保管

して，10日目まで薬害斑や腐敗斑発生の有無，果皮の

色の変化，重量の減少率，ブリックスの測定（6，10日

目）および食味調査を行なった。

　　結果
　濃緑色斑＝この斑点の発生果数率は第1表のとおりで

ある。対照区と8g区では処理後7～9日目に，16g区

では5～7日目，24g区では4～8日目に果皮に濃緑色

のややくぽんだ斑点（直径1．5～5cm）が現れた。この

斑点は対照区にも現れ，10日目で比較した場合には，

対照区，8，16，24g区間には有意差が認められなかっ

た。しかし，16，24g区では，対照区と8g区にくらべ，

いくらか発現も早く，発生果数も多い傾向にあった。さ

らに，40，48，56g／m32時間区の6日後の斑点発生数

は，第2表のとおりである。24g以下の薬量区および対

照区では，濃緑色斑が7日目以後に発現し，48，56g区

では4日目に，40g区では5日目に，それぞれ全果実に

現れた。その後この斑点は，汁液を浸出して腐敗した。

観察は6日目で終了したが，対照区ではその日まで斑点．

の発生果は皆無であった。すなわち，40g以上の高濃度

でくん蒸すると，濃緑色斑の発現が促進され，1果実に

発生する斑点数も増加することを示している。

　ブリックスと食味結果：ブリックスは，6日目に各区

2果と，10日目には全果の10果にっいて，携帯用糖度

計で測定した。6日目では，区単位の平均測定値で10．8

～14．2度であったが，10日目のそれは10．0～11．1度

で，試験区間における有意差は認められなかった。

　また，重量減少率には有意差が認められず，果皮の色

の変化，食味にも差はなかった。

＊現在，沖縄県農林水産部農産課

Bサヤインゲン
　材料および方法

　サヤィンゲン：沖縄本島南部地区産のサヤインゲン

（Phaseolus vulgaris L. ケンタッキーワンダー）の主

として丸さやを，くん蒸日の前日に収穫して供試した。

さやの規格は出荷基準にあわせ，SS（6～9cm），SM（10
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第1表　ネットメロンにおける濃緑色斑の発生果数率（％）

薬　　量
（9／m3） 時　間　　反　復 くん蒸後の経過日数
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（注）くん蒸温度26。C

　　　　　　　第2表 ネットメロンの高濃度くん蒸における6日後の濃緑色斑の発生数

果実の個体別
薬　　量 時　　間

1 2　　3　　4 5　平　均
Cont．

40

48

56

　hr
2
2
2

0
7
5
14

0　　0　　0　　0
5　　3　　2　　2

13　　　13　　　17　　　10

12　　　　10　　　　20　　　　14

0
3．8

11．6

14．0

（注）くん蒸温度25。C

第3表　サヤインゲンにおける鋸状斑の発生さや率

薬　　量 時 間
く　ん 蒸　後　の 経　過 日 数

（9／m3） 規　格
1 2 3 5 7 10

SS 0　％ 0　％ 0　％ 0　％ 0　％ 0 ％

Cont． SM 0 0 0 0 0 0
L 0 0 0 0 0 0

SS 0 0 0 0 0 0
8

　hr
2 SM 0 0 0 0 0 0

L 0 0 0 0 0 0
’SS 47．3 47．3 50．0 51．3 51．3 51．3

16 2 SM 37．3 42．7 43．3 44．7 46．0 47．3

L 0 34．7 37．3 37．3 37．3 38．0

「SS 42．0 64．0 65．3 71．3 71．3 71．3

24 2 SM 41．3 78．8 80．7 82．7 84．7 85．3

L 34．0 53．3 56．7 62．0 62．0 64．0

（注）くん蒸温度25。C
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～15cm），L（16～18cm）に分けて試験した。供試さや

数は合計2，040であった。

　くん蒸方法：試験区は，8，16，24g／m32時間区と対

照区の4区で3回反復した。くん蒸器にサヤインゲンを

裸のまま配置し，くん蒸温度は25。C，収容比（t／m3）

は，0．1以下であった。くん蒸器とくん蒸操作は，ネッ

トメロソの方法と同じである。

　薬害の調査＝くん蒸終了後サヤインゲンは20～25。C

の室内に保管し，10日目まで薬害斑，腐敗斑の発生の

有無，さやの色の変化，萎凋の度合，重量の減少率等に

ついて，また，食味調査は食味用としてあらかじめ加え

ておいたサヤインゲンにっいて，4日目にそれぞれ調査

・した。

　結　　果
　鋳状斑：対照区，8g区では発現しなかったが，16，

24g区ではさやの大きさに関係なく，処理後1日目から

さやの表面に鮮やかな鋸色の斑点（鋳状斑）が現われ

た。この斑点は，処理後3日目頃までが最も鮮明で顕著

であった。しかしこの鋸状斑は腐敗にまで進展すること

はなかった。鋸状斑の発生さや率は，第3表のとおりで

ある。

　このほか萎凋の程度，それに伴うシワ状，収穫後の日

数が経過するにっれて現れるさや表面の褐色微小点（若

爽に多い），重量減少率，食味等にっいては，くん蒸の

影響と思われる変化や，試験区間での有意差は認められ

なかった。

Ⅱ殺虫試験

　Aネットメロン

　材料および方法

　供試虫・供試果：沖縄本島北部の本部町で，1972年

11月ニガウリ，ヘチマの被害果を採集し，これから得r

たウリミバエを飼育増殖して供試Lた。ネットメロン

は，薬害試験に供試したものと同品種で，1果重800g～

1kg程度のものを用い，果実の5か所に畳針（直径2．2

mm）で深さ3～4cmの刺し穴をあけ，1穴あたり30卵，

1果あたり150卵を面相筆で埋め込んだあと，ゴース布

で1果づっ包み，さらにゴース布張りの供試果保存用箱

に6果づっ入れ，2令幼虫用は4日間，3令幼虫用は7～

8日間，26℃で保管飼育して目的とする虫令を揃えて

供試した。メロン果実内でのウリミバエ幼虫の生育は旺

盛で充分に発育していた。目的とする虫態は，卵，2令，

3令幼虫としたが，くん蒸の時点で，1令や蛹のものも

あった。卵用は，くん蒸前日の夕方埋め込み，翌目の午

報 33

前中にくん蒸した。供試果数は卵埋込用216果，くん蒸

時の収溶比調整のための充填用83果，合計299果を使

用した。

　くん蒸方法：試験区は，6，8，109／m32時間区と対照

区の4区とし，4回反復試験した。ウリミパエの幼虫が

目的とする虫令に生育したネットメロンは，ゴース布で

包んだまま，1果実用のダンボー一ル箱（15×15×15cm
”
で
側 4面に径2cmの穴を各1個・づっあけた。開孔率，

すなわち，穴の総面積の箱の総表面積に対する百分率

は，0．9％であった）に入れたあと，1，2，3回目は，

殺虫用サヤイソゲソと共に充填用ネットメロンを所定量

加えてくん蒸した。4回目はネットメロンのみをくん蒸

した。くん蒸器，くん蒸操作等は，薬害試験と同じであ

った。くん蒸中の温度は，19．2。C～19．7。C，収容比（t／

m3）は約0．1で，くん蒸器内容積に占める被くん蒸物の

容積は約70～75％であった。対照区は，処理区と同時

間，同一温度の室内に保管した。

　殺虫調査：くん蒸終了後，供試虫は寄生果のまま26

。Cの室内に移し，2令および3令幼虫は3日目に，卵

は7日目に殺虫効果の調査を行なった。調査の結果，完

全に死滅していない虫にっいては，新しい飼料（ネット

メロン）を追加してその上に移し，飼育を継続しながら

調査した。蠕は砂に移しくん蒸後18～21日まで観察調

査した。

　結　　果
　4回反復実施した殺虫結果は第4表のとおりである。

8，10g区では，各態とも殺虫率100％であったが，6g

区では71蠕のうち1蠕が生存し，飛しょう能力を欠い

た晴形の雌成虫が羽化した。したがって6g区の死虫率

は99．98％であった。

　Bサヤインゲン

　材料および方法

　供試虫・サヤインゲン：供試虫は，ネットメロンで用

いたウリミバエと同じく沖縄本島北部本部町から採集

し，飼育増殖して供試した。サヤインゲンは，薬害試験

に供試したものと同様ケンタッキーワンダー丸さやで，

MLのさやを使用した。収穫後1日目のサヤインゲン

を，さやの3ヵ所に畳針（径2．2mm）で刺し穴をあけ，

60。Cの温湯に30秒間浸漬し，約24時問室温に保管し

た。この処理によってサヤインゲンは，外観上は無処理

と変りはないが，刺し穴の部分のみが油浸状となり，ウ

リミバエ卵の艀化に好都合となった。1っの刺し穴に，

ウリミパエの卵10卵，1さやあたり30卵を埋め込んだ

あと，ゴース布で25さやと卵を埋め込んでいないさや

5～10さや程度を余分に加えて一包みとし，さらにゴー
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第4表　ネットメロン果実内のウリミバエ殺虫結果

薬　　量
（9／m3） 時　間 温　度 ステージ 供試虫数 死虫数 死虫率

　（％）

卵 2700
，

2700
，

100

3　令 2，553 2，553 100

10 　hr
2 　　℃

19．3
2　令
1　令

21587
　
2
5
6

2，158

　256

100

100

蠕 58 58 100

小　計 7，725 7，725 100

卵 2，700 2，700 100

3　令 3755，
3，755 10Q

2　令 2，556 2，556 100

8 2 19．2
1　令 139 139 100

踊 188 188 100

小　計 9，338 9，338 100

卵 2，700 27007
100

3　令 1，657 1657
，

100

2　令 1，677 1677
，

100

6 2 19．7
1　令 291 291 100

蠕 71 70 98．59

小　計 6，396 6，395 99．98

卵 1，399 242 17．30

Cont．
　19．2

～19．7
3　令
2　令

1，981

1，272

120

200

6．06

15．72

小　計 4652
，

562 12．08

（注）供試虫数は埋込卵数

ス布張りの供試果保存箱に入れ，2令虫用は4日間，3

令虫用は6～7日間，26。Cの室内に保管して虫令を揃

えた。『卵用はくん蒸前日の夕方埋め込み，翌日の午前中

にくん蒸した。虫態は卵，2令，3令幼虫としたが，く

ん蒸の時点で一部は1令幼虫または蠕になっているもの

もあった。供試さや数は，卵埋込み用3，000さや（約

30kg）とくん蒸時の収容比調整のための充填用100kg，

合計130kgを使用した。

　くん蒸方法：試験区は，6，8，10g／m32時間区と対照

区の4区で4回反復とした。埋め込んだウリミバエの卵

がインゲンさやの中で鰐化し，目的の虫令に揃ったと

き，寄生さやはゴース布で包んだまま，出荷用のダンボ

F一ル箱（容量2kg，22．5×32．5×高8．3cm，横の各面

には，径1cmの穴を5個，縦の各面には3個あけた。

開孔率0．5％）に入れたあと，1，2，3回目は殺虫試験用

のネットメロンと同時に，4回目はサヤインゲンのみに

っいて充填用のさやを所定量加えてくん蒸した。

　収容比（t／m3）は約0．1で，くん蒸器内容積に占める

被くん蒸物の容積は約70～75％であった。くん蒸中の

温度は，19．4～19．6。C，くん蒸器およびくん蒸操作は

薬害試験と同様な方法で行なった・

　殺虫率調査：ネットメロンと同じ方法で行ない，完全

に死滅していない虫にっいては，新しい飼料（サヤイン

ゲン）を追加して飼育し，継続調査した。蠕は砂に移

し，くん蒸後14日～23目まで羽化を調査した。

　結　果
　4回反復実施した殺虫結果は第5表のとおりである。

8，10g区では全供試虫が死滅し，殺虫率100％が得ら

れた。しかし6g区では，卵および1令，2令幼虫はす

べて死滅したが，3令幼虫750頭のうち13頭，429蠕

のうち17蠕が生存羽化し，殺虫率は99．57％となっ
た。

III総合考察
薬害試験では，薬害が最もでやすい状態とするため，

ネットメロン，サヤインゲンともに裸のままくん蒸器内

に配置し，収容比も低くしてくん蒸を実施した。これか

ら得られた結果では，サヤインゲンは16，249／m32時

間くん蒸では薬害を生ずるが，8g／m32時間処理には耐
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第5表　インゲンさや内のウリミパエ殺虫結果

薬　　量
（9／m3）

時　間 温　度 ステージ 供試虫数 死虫数 死虫率
　（％）

卵 5，250 5，250 100

3　令 598 598 100

10
　hr
2

　　℃
19．4

2　令
1　令

716

一

716

一

100

一
踊 261 261 100

小　計 6，825 6，825 100

卵 5，250 5，250 100

3　令 568 568 100

2　令 840 840 100

8 2 19．4
1　令 一 一 一
蠣 124 124 100

小　計 6，782 6，782 100

卵 5，250 5，25q 100

3　令 750 737 98．27

2　令 593 593 100

6 2 19．6
1　令 31 31 100

蠕 429 412 96．04

小　計 7，053 7，023 99．57

卵 2，715 142 5．23

19．4 3　令 1，114 239 21．45

Cont． ～19．6

2　令 1，575 93 5．90

小　計 5，404 474 8．77

（注）供試虫数は埋込み卵数

え，またネットメロンも8g／m32時間くん蒸では，な

んら薬害を生ずることなく処理できることが認められ

たo

　BALOCK（未発表）が，サヤイソゲン（品種名ケンタ

ッキーワンダー）はEDB8g／m32時間（21．1。C）くん

蒸には耐えるが，16g／m32時間処理には耐えないとし

ているが，ここに行なった試験の結果もこれとほぽ一致

する。

　殺虫効果にっいては，8，10g／m32時間（19・4～19・6

。C）くん蒸では，自然に近い状態でネットメロン果実ま

たはサヤインゲン内に食入しているウリミバエの各令期

幼虫および卵に対し，100％殺虫できることが認められ

た。またこの結果は，米国ハワイ州でサヤインゲンにつ

いて実用化されている8g／m32時間（21。10C以上）の

くん蒸基準と一致する。以上の結果から，沖縄産ネット

メロン（春系2号）にっいては，EDB8g／m32時間，

19．0～26．OoC，収容比（t／m3〉0．1以下，また，サヤイ

ンゲン　（ケソタッキーワンダー）にっいても89／m32

時間，19．0～25．0。C，収容比0．1t／m3以下のくん蒸処

理を実用化して差しっかえないと考える。

摘 要

　1．　沖縄本島産ネットメロン（Cucumis melo L. var．

reticulatus NAUD．，アールスフェボリット系，品種名，

春系2号）およびサヤインゲン　（Phaseolus vulgaris

L．品種名，ケンタッキーワンダー）をEDBでくん蒸

し，薬害発生の有無ならびに寄生したウリミバエに対す

る殺虫効果を試験した。

　2．ネットメロンは，8g／m32時間，26。Cのくん蒸

では，薬害斑や腐敗斑の発生もなく，糖度や食味調査の

結果でも変化は認められなかった。しかし，16，24g／m3

2時間区では，収穫後の日数が長くなると対照区にも現

れる濃緑色斑の発生果数がわずかながら多くなる傾向に

あった。高濃度の40，48，56g／m3の2時間くん蒸区で

は，同じ濃緑色斑が明らかな薬害斑としてその発現が促

進され，処理後4～5日目で100％の果実に現れ，その

後腐敗に進展した。

　3．サヤインゲンでは，16，24g／m32時間，25。Cの

くん蒸では，さやの表面に鮮やかな銃色の薬害斑が，く

ん蒸後1目目から現れたが，8g／m32時間25。Cのくん
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蒸では，この薬害斑の発生は全く認められず，食味にも

異状は認められなかった。

　4．　ネットメロンおよびサヤインゲンに寄生したウリ

ミバエに対するくん蒸による殺虫効果はネットメロンで

は，10g／m32時間区で7，725頭，8g／m32時間区で

9，338頭，サヤイソゲンでは，10g／m32時間区で6，825

頭，8g／m32時間区で6，782頭の供試結果，すべて100

％の殺虫率を得た。

　しかL，6g／m32時間区においてはネットメロンでの

場合，6，396頭のうち1蠕が生存羽化し，サヤインゲン

では，7，053頭のうち3令幼虫13頭，蟷17蠕が生存羽化

した。対照区ではネットメロンにおいては，4，652頭中

4，090頭が，サヤインゲンにっいては，5，404頭中4，930

頭が順調に生育し羽化した。

　5．以上の結果から沖縄産ネットメロン，春系2号に

ついては，EDB89／m32時間，19．0～26．0。C・収容比

0．1t／m3以下，また，サヤインゲン，ケンタッキーワン

ダーにっいては，8g／m32時間，19～25℃，収容比

約0．1t／m3，のくん蒸処理を実用化ができるものと考

える。
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